
Business Labor Trend 2011.9

38

二
〇
一
一
春
闘
は
、
三
月
の
交
渉
の
ヤ
マ

場
直
前
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
影
響

を
受
け
た
も
の
の
、
二
〇
一
〇
年
度
の
業
績

回
復
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
業
種
・
企
業
を

中
心
に
、
昨
春
闘
と
ほ
ぼ
同
水
準
も
し
く
は

上
回
る
組
合
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
連
合
や

金
属
労
協
、
国
民
春
闘
共
闘
は
そ
れ
ぞ
れ
、

構
成
組
織
の
健
闘
を
評
価
す
る
総
括
を
ま
と

め
て
い
る
。

連
合 

産
別
指
導
の
下
、
闘
争
態
勢
を

堅
持今

春
闘
で
の
連
合
の
闘
い
の
進
め
方
は
、

二
〇
〇
九
春
闘
か
ら
設
置
し
た
類
似
の
産
別

で
構
成
す
る
五
つ
の
共
闘
連
絡
会
議
を
軸
に
、

中
核
組
合
を
回
答
ゾ
ー
ン
ご
と
に
設
定
。
内

需
産
業
を
中
心
と
す
る
産
別
で
つ
く
る
「
有

志
共
闘
」
の
早
期
の
回
答
引
き
出
し
と
合
わ

せ
て
、「
第
一
先
行
組
合
」
が
三
月
の
ヤ
マ
場

に
回
答
を
引
き
出
し
、
そ
の
翌
週
に
決
着
を

め
ざ
す
「
第
二
先
行
組
合
」
を
設
定
す
る
こ

と
で
相
場
を
形
成
し
、
三
月
二
八
日
か
ら
四

月
一
日
ま
で
の
中
小
労
組
の
集
中
回
答
ゾ
ー

ン
に
つ
な
げ
る
狙
い
だ
っ
た
。
し
か
し
、
三

月
一
一
日
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
こ

と
か
ら
、
当
初
の
進
め
方
を
変
更
し
、
産
業

別
組
織
が
自
主
判
断
に
基
づ
い
て
取
り
組
む

こ
と
に
し
た
。

平
均
方
式
で
前
年
比
一
一
九
円
増

連
合
が
ま
と
め
た
二
〇
一
一
春
闘
の
最
終

集
計
（
七
月
一
日
現
在
）
に
よ
る
と
、
平
均

賃
上
げ
方
式
を
と
る
四
〇
六
一
組
合
（
組
合

員
約
一
八
五
万
五
〇
人
）
の
賃
上
げ
額
の
加

重
平
均
は
四
九
二
四
円
（
一
・
七
一
％
）
で
、

前
年
比
一
一
九
円
（
〇
・
〇
四
ポ
イ
ン
ト
）

増
だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
従
業
員
三
〇
〇
人

未
満
の
組
合
で
つ
く
る
「
中
小
共
闘
」（
二
九

七
八
組
合
、
二
八
万
五
〇
〇
三
人
）
の
賃
上

げ
水
準
は
三
七
八
〇
円
（
一
・
五
三
％
）
で
、

全
体
平
均
に
比
べ
て
一
一
〇
〇
円
以
上
の
開

き
が
あ
る
も
の
の
、
対
前
年
比
で
は
二
五
八

円
（
〇
・
一
〇
ポ
イ
ン
ト
）
上
回
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
全
体
平
均
と
の
格
差
は
や
や
縮

小
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
結

果
に
つ
い
て
、
春
闘
ま
と
め
は
「
大
震
災
と

い
う
、
か
つ
て
な
い
状
況
下
で
も
産
別
指
導

の
も
と
、
闘
争
態
勢
に
つ
い
て
基
本
的
に
堅

持
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
評
価
し
た
。

賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
確
保
の
検
討
を

全
体
集
計
を
あ
ら
た
め
て
み
る
と
、
中
小

共
闘
に
参
加
す
る
組
合
の
う
ち
、
賃
金
カ
ー

ブ
維
持
分
と
み
な
す
四
五
〇
〇
円
以
上
を
引

き
出
し
た
組
合
の
割
合
は
二
五
・
三
％
（
九

三
二
組
合
）
で
、
前
年
実
績
（
二
二
・
三
％
、

六
七
二
組
合
）
を
上
回
っ
た
。
た
だ
し
、
共

闘
の
平
均
額
は
四
五
〇
〇
円
を
下
回
っ
た
こ

と
か
ら
、
春
闘
ま
と
め
は
「
今
後
、
四
五
〇

〇
円
を
い
か
に
確
保
し
て
い
く
か
の
検
討
を

し
て
い
く
」
と
総
括
。
さ
ら
に
、
一
〇
〇
人

未
満
の
小
企
業
組
合
と
一
〇
〇
～
三
〇
〇
人

未
満
の
中
企
業
組
合
を
比
較
し
て
、
前
者
の

年
齢
構
成
の
方
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

平
均
賃
金
が
一
万
一
七
七
四
円
も
低
い
こ
と

を
指
摘
し
て
「
取
り
引
き
の
改
善
や
中
小
企

業
に
係
わ
る
産
業
政
策
の
構
築
」
な
ど
を
今

後
の
課
題
に
あ
げ
て
い
る
。

個
別
銘
柄
の
役
割
の
検
証
を

ま
た
、
二
〇
一
一
春
闘
で
連
合
は
、
賃
金

水
準
の
直
近
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
一
九
九
七
年

の
水
準
へ
の
復
元
を
め
ざ
す
た
め
、「
一
％
を

目
安
に
配
分
を
求
め
る
」
考
え
だ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
は
、
賃
金
改
善
に
限
ら
ず
、
諸

手
当
や
産
別
間
の
取
り
組
み
の
「
幅
」
を
認

め
て
取
り
組
ん
だ
が
、こ
れ
に
つ
い
て
は「
運

動
全
体
と
し
て
同
一
の
目
標
に
向
か
っ
て
共

闘
的
な
行
動
を
展
開
で
き
た
も
の
と
受
け
止

め
る
」
と
総
括
し
た
。

な
お
、
個
別
ポ
イ
ン
ト
の
賃
上
げ
結
果
は
、

純
ベ
ア
方
式
の
三
五
歳
が
四
六
七
円
、
〇
・

一
七
％
、
三
〇
歳
は
九
八
六
円
、
〇
・
四
〇
％

だ
っ
た
。
春
闘
ま
と
め
は
、「
個
別
銘
柄
別
の

賃
金
決
定
方
式
は
こ
こ
に
き
て
足
踏
み
状
態

が
続
い
て
お
り
、
改
め
て
そ
の
意
義
や
役
割

に
つ
い
て
検
証
す
る
」
な
ど
と
し
て
い
る
。

一
時
金
は
、
年
間
四
・
四
一
カ
月
（
組
合

員
数
で
の
加
重
平
均
）
で
、前
年
に
比
べ
〇
・

〇
三
カ
月
ア
ッ
プ
と
な
っ
た
。
春
闘
ま
と
め

は
、「
生
活
防
衛
の
観
点
か
ら
一
時
金
水
準
の

確
保
・
向
上
を
は
か
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討

す
る
」
と
し
て
い
る
。

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
直
接
雇
用
の
非
正

規
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
は
、
三
三
九
九
組

合
が
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
う
ち
、
時
間
給
換

算
が
可
能
な
二
一
六
組
合
の
引
き
上
げ
額
は
、

昨
年
（
一
一
・
三
五
円
）
と
ほ
ぼ
同
水
準
の

一
一
・
五
四
円
。
職
務
と
人
材
活
用
が
正
社

員
と
同
じ
タ
イ
プ
で
は
、
一
九
・
八
六
円
、

そ
れ
以
外
の
タ
イ
プ
は
一
〇
・
四
九
円
だ
っ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
「
厳
し
い
環
境
の
な

か
で
健
闘
に
値
す
る
」
と
総
括
し
て
い
る
。

経
営
側
の
人
件
費
抑
制
姿
勢
を
け
ん
制

二
〇
一
二
春
闘
に
向
け
た
課
題
と
対
応
に

つ
い
て
、
春
闘
ま
と
め
は
、
経
営
側
が
総
額

人
件
費
の
抑
制
を
続
け
て
い
る
と
批
判
し
て

い
る
。
二
〇
年
に
も
及
ぶ
日
本
経
済
低
迷
の

大
き
な
要
因
が
「
労
働
コ
ス
ト
の
削
減
に

偏
っ
た
施
策
を
長
年
に
わ
た
っ
て
追
求
し
て

き
た
こ
と
に
あ
る
」
と
指
摘
。「
す
で
に
マ

ク
ロ
経
済
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

効
率
性
や
、
そ
れ
に
基
づ
く
労
働
コ
ス
ト
の

削
減
に
偏
っ
た
生
産
性
向
上
を
追
求
す
る
だ

け
で
は
、
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
を
確
立
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
強
調
し
て
、
人
へ

の
投
資
に
よ
る
内
需
拡
大
を
訴
え
て
い
る
。

金
属
労
協 

今
次
闘
争
の
役
割
果
た
し
た

金
属
関
連
の
五
つ
の
産
業
別
労
働
組
合
で

構
成
さ
れ
る
金
属
労
協
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｊ
Ｃ
）

は
七
月
二
一
日
の
常
任
幹
事
会
で
「
二
〇
一

一
年
闘
争
評
価
と
課
題
」
を
確
認
し
た
。
賃

金
構
造
維
持
分
を
確
保
し
た
組
合
や
賃
金
改

善
を
獲
得
し
た
組
合
数
が
二
〇
一
〇
春
闘
を

上
回
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、「
引
き
出
し
た
回

答
は
、全
体
と
し
て
組
合
員
の
生
活
の
安
心
・

ト
ピ
ッ
ク
ス

二
〇
一
一
春
闘

3

労
働
側
の
総
括
、
震
災
下
で
の
健
闘
を
評
価
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安
定
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
デ
フ
レ
の

進
行
を
阻
止
し
、
マ
ク
ロ
経
済
に
好
影
響
を

与
え
る
と
い
う
今
次
闘
争
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
と
評
価
し
て
い
る
。

金
属
労
協
の
集
約
（
六
月
二
九
日
現
在
）

に
よ
る
と
、
今
春
闘
で
要
求
を
提
出
し
た
大

手
の
集
計
登
録
五
三
組
合
す
べ
て
が
決
着
し

て
い
る
。
賃
金
は
、
要
求
し
回
答
を
得
た
四

三
組
合
す
べ
て
で
賃
金
構
造
維
持
分
を
確
保
。

年
間
一
時
金
も
回
答
を
得
た
五
五
組
合
の
う

ち
四
一
組
合
で
昨
年
実
績
に
上
積
み
が
図
ら

れ
た
ほ
か
、
四
八
組
合
が
金
属
労
協
が
今
季

方
針
に
盛
り
込
ん
だ
最
低
獲
得
水
準
「
年
間

四
カ
月
」
を
上
回
っ
た
。

企
業
内
最
賃
な
ど
で
前
進
も

企
業
内
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
産
別
統

一
闘
争
の
柱
に
掲
げ
た
電
機
連
合
が
一
三
主

要
組
合
す
べ
て
で
現
行
一
五
万
三
〇
〇
〇
円

か
ら
一
〇
〇
〇
円
引
き
上
げ
の
満
額
回
答
を

得
る
な
ど
二
一
登
録
組
合
で
前
進
が
図
ら
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
金
属
労
協
の
示
し
た
基

準
で
あ
る
一
五
万
四
〇
〇
〇
円
以
上
の
組
合

は
、
五
九
組
合
中
四
八
組
合
に
な
っ
た
。

ま
た
、
全
電
線
加
盟
の
登
録
六
組
合
が
産

別
統
一
要
求
の
労
働
災
害
特
別
補
償
の
業
務

上
災
害
特
別
付
加
補
償
（
有
扶
三
四
〇
〇
万

円
、
無
扶
三
二
〇
〇
万
円
）
と
通
勤
途
上
災

害
特
別
補
償
（
有
扶
一
七
〇
〇
万
円
、
無
扶

一
六
〇
〇
万
円
）
を
獲
得
し
て
い
る
。

中
堅
・
中
小
の
二
〇
組
合
が
賃
金
改
善

一
方
、
金
属
労
協
で
は
二
〇
〇
七
春
闘
か

ら
、
加
盟
す
る
中
堅
・
中
小
組
合
を
事
前
に

登
録
さ
せ
、
回
答
結
果
を
企
業
名
と
合
わ
せ

て
開
示
す
る
こ
と
で
、
中
小
・
地
場
へ
の
波

及
を
促
し
て
い
る
。
五
年
目
の
取
り
組
み
と

な
る
二
〇
一
一
春
闘
で
は
、
エ
ン
ト
リ
ー
し

た
一
五
八
組
合
の
う
ち
一
四
八
組
合
が
要
求

を
提
出
。
今
春
闘
は
震
災
の
影
響
を
受
け
て
、

中
堅
・
中
小
労
組
で
交
渉
の
遅
れ
が
目
立
っ

て
い
た
が
、
七
月
二
一
日
現
在
で
全
組
合
が

回
答
を
引
き
出
し
て
い
る
。

賃
金
に
つ
い
て
は
要
求
し
た
一
三
四
組
合

中
一
三
〇
組
合
が
賃
金
構
造
維
持
分
を
確
保

し
、
こ
の
う
ち
、
二
〇
組
合
が
賃
金
改
善
を

獲
得
し
た
。
年
間
一
時
金
も
回
答
を
得
た
一

五
一
組
合
の
う
ち
一
〇
一
組
合
で
昨
年
実
績

に
上
積
み
が
図
ら
れ
、「
年
間
四
カ
月
」
を
上

回
っ
た
組
合
も
一
二
四
組
合
に
達
し
た
。

「
評
価
と
課
題
」
に
よ
る
と
、
金
属
労
協

全
体
で
賃
金
構
造
維
持
分
を
確
保
し
た
組
合

は
八
七
・
五
％
で
、
昨
年
同
時
期
の
八
五
・

七
％
を
若
干
上
回
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
、

賃
金
改
善
・
是
正
を
獲
得
し
た
組
合
は
、
三

三
三
組
合
（
一
七
・
三
％
）
で
、
昨
年
の
二

六
七
組
合
（
一
二
・
八
％
）
か
ら
拡
大
し
て

い
る
。

年
間
一
時
金
の
平
均
獲
得
月
数
は
全
体
で
、

昨
年
比
〇
・
一
七
カ
月
増
の
四
・
〇
一
カ
月
。

昨
年
実
績
に
上
積
み
し
た
組
合
は
全
体
の
六

〇
・
二
％
を
占
め
た
。
こ
の
結
果
、
最
低
獲

得
水
準
の
「
年
間
四
カ
月
」
を
下
回
っ
た
組

合
は
、
前
年
の
五
四
・
七
％
か
ら
四
五
・
三
％

と
大
き
く
改
善
し
た
。

大
き
い
一
時
金
の
比
重

「
評
価
と
課
題
」
は
、
賃
金
に
つ
い
て
は
、

「
デ
フ
レ
が
継
続
し
、
東
日
本
大
震
災
と
い

う
未
曾
有
の
大
災
害
が
発
生
す
る
な
か
に
お

い
て
も
、
約
九
割
の
組
合
で
賃
金
構
造
維
持

分
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
勤
労
者
生

活
を
守
り
、
景
気
の
底
支
え
を
図
る
た
め
に
、

社
会
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
」

な
ど
と
総
括
し
た
。
さ
ら
に
、
中
堅
・
中
小

労
組
の
取
り
組
み
に
関
し
て
も
、「
大
手
労
組

が
賃
金
改
善
を
要
求
し
な
い
な
か
に
お
い
て

も
、
中
堅
・
中
小
労
組
を
中
心
に
賃
金
改
善

を
獲
得
し
、
三
〇
〇
人
未
満
の
組
合
を
中
心

に
平
均
賃
上
げ
額
が
昨
年
を
上
回
っ
た
こ
と

も
併
せ
て
、
賃
金
格
差
の
改
善
に
寄
与
す
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
強
調
。「
引
き
続
き
、

賃
金
実
態
の
把
握
・
点
検
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
賃
金
制
度
が
未
整
備
で
あ
る
こ
と
が

賃
金
水
準
低
下
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
賃
金
制
度
の
確
立
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
」
な
ど
と
し
て
い
る
。

一
時
金
に
つ
い
て
も
、「
各
組
合
が
業
績
改

善
に
向
け
た
組
合
員
の
貢
献
、
協
力
・
努
力

を
粘
り
強
く
訴
え
、
精
一
杯
の
交
渉
の
な
か

か
ら
引
き
出
し
た
結
果
」
だ
と
し
、「
年
間
総

賃
金
に
占
め
る
一
時
金
の
比
重
は
大
き
く
、

組
合
員
の
生
活
の
重
要
な
柱
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
組
合
員
の
生
活
の
安
定
を
図
る

う
え
で
大
き
な
成
果
だ
」
な
ど
と
評
価
し
て

い
る
。

国
民
春
闘
共
闘 

前
年
と
遜
色
な
い
回
答

全
労
連
加
盟
組
織
を
中
心
に
つ
く
る
国
民

春
闘
共
闘
は
六
月
三
〇
日
の
単
産
・
地
方
組

織
代
表
者
会
議
で
、「
二
〇
一
一
年
春
闘
の
中

間
総
括
」
を
確
認
し
た
。
昨
年
実
績
と
ほ
ぼ

同
水
準
と
な
っ
た
賃
上
げ
結
果
に
つ
い
て
、

中
間
総
括
は
「
東
日
本
大
震
災
を
口
実
に
、

春
闘
の
『
自
粛
』
を
持
ち
出
し
た
経
営
側
の

姿
勢
に
対
し
、
統
一
行
動
を
背
景
に
か
な
り

の
程
度
は
ね
返
す
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
と

評
価
し
て
い
る
。

単
純
平
均
で
一
三
七
円
増

国
民
春
闘
共
闘
の
二
〇
一
一
春
闘
も
、
集

中
回
答
日
直
前
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
で

ス
ト
や
統
一
行
動
な
ど
の
戦
術
配
置
な
ど
の

影
響
が
で
た
が
、
進
捗
状
況
、
賃
上
げ
結
果

と
も
に
ほ
ぼ
昨
年
実
績
と
同
水
準
で
推
移
し

た
格
好
。
国
民
春
闘
共
闘
が
ま
と
め
た
五
月

二
六
日
時
点
で
の
賃
上
げ
集
計
に
よ
る
と
、

回
答
状
況
は
単
純
平
均
で
五
四
五
八
円（
一
・

八
三
％
）、加
重
平
均
で
は
五
六
八
〇
円（
一
・

八
六
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
同
期
比
で

単
純
平
均
は
一
三
七
円
（
〇
・
〇
八
ポ
イ
ン

ト
）
増
、
加
重
平
均
で
は
一
四
〇
円
（
〇
・

〇
三
ポ
イ
ン
ト
）
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
。
登
録

八
一
〇
組
合
の
う
ち
、
有
額
回
答
を
引
き
出

し
た
三
二
四
組
合
（
四
〇
・
〇
％
）
の
五
四
・

三
％
が
前
年
実
績
額
以
上
の
額
を
獲
得
し
て

い
る
。

な
お
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
賃
上
げ
は
、

時
間
給
の
引
き
上
げ
回
答
を
得
た
九
八
組
合

の
単
純
平
均
額
は
九
・
二
円
と
な
っ
て
い
る
。

春
闘
自
粛
を
跳
ね
返
し
た

結
果
に
つ
い
て
中
間
総
括
は
、「
労
働
者
要

求
の
前
進
こ
そ
が
被
災
者
支
援
、
被
災
地
の

復
旧
・
復
興
の
要
で
あ
る
と
す
る
立
場
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
春
闘
に
も
好
影
響
を
あ
た
え
る

こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
と
評
価
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
春
の
交
渉
を
振
り
返
り
、「
未
曽

有
の
災
害
の
も
と
で
、
大
手
民
間
労
組
が
要

求
自
粛
で
ベ
ア
相
場
を
張
ろ
う
と
し
な
い
な

か
、『
流
れ
解
散
』
せ
ず
に
、
団
体
交
渉
を
展

開
し
、
前
年
に
比
し
て
遜
色
な
い
回
答
引
き

出
し
・
妥
結
数
、
妥
結
結
果
を
勝
ち
取
っ
た
。

今
後
の
春
闘
発
展
に
向
け
た
地
固
め
を
し

た
」
な
ど
と
強
調
。
そ
の
う
え
で
、「
財
界
・

大
企
業
は
、
震
災
を
契
機
に
社
会
全
体
の
総

人
件
費
抑
制
の
攻
撃
を
強
め
て
い
る
。
賃
金

底
上
げ
の
た
め
の
運
動
活
性
化
の
重
要
性
が

よ
り
高
ま
っ
て
お
り
、
職
場
の
闘
い
と
産
別

へ
の
結
集
、
地
域
で
の
連
帯
づ
く
り
に
工
夫

が
よ
り
重
要
だ
」
な
ど
と
表
明
し
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）




